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感情抑制の自己責任的理解    α=.839
C7 .895 -.219
C8 .752 .100
C1 .678 -.010
C9 .662 .018
C6 .564 .206
問題行動制御の要厳罰的理解　α=.862
C3 -.019 .844
C4 -.041 .804
C5 .238 .639
C2 .385 .425
C10 .062 -.177
他人の気持ちがわからないから他人が傷つくような暴言や暴力をしてしまうと思う
分で感じる感情を自分で理解できることは成長する中で自然に身についていくものだと思う
ネガティブ感情のコントロールができない子どもは甘やかされていると思う
自分が感じている感情を自分で理解できることは、当たり前だと思う
表１　感情制御発達に関する意識因子分析結果
ネガティブ感情をコントロールすることができないのは、子どもの意思が弱いからだと思う
暴言暴力、盗みなど問題行動への指導は厳しくしないと問題抑制の効果がないと思う
ネガティブ感情をコントロールしていく能力は、親の子どもへのかかわり方によって異なってい
くと思う
ネガティブ感情をコントロールできないのは、子どもの我慢が足りないからだと思う
子どもがネガティブ感情を感じている時こそ、共感的にかかわるとますます感情がコントロール
できにくくなると思う
子どもに共感的にかかわると子どもは我ままになると思う
図１ 
別及び感情的になりやすさ、そして研修前後という時期を独立変数とした3要因分散分析を行なっ
た。「感情抑制の自己責任的理解」得点と「問題行動制御の要厳罰的理解」得点は共に性別及び感情
的になりやすさについての有意差は認められず、時期の主効果のみが有意であった(F(1,39)> 
31.337,p<.001)。図1に示したように、研修を受けることによって「感情抑制能力は、自分で身に
つけるものだ」「厳しい指導が感情抑制につながる」という捉え方が減少するという結果であった。
ここで抽出された2因子を構成する項目に対しては0点から3点の4段階評定で回答を求めており、
研修前の段階でもその平均値は1点前後であったことから、感情制御能力は「自然に身につく」「厳
罰的な養育が必要」といった捉え方は元々弱かったことが分かる。しかし研修後にはこれら捉えが
有意に減少したことから、感情制御能力が健全に育まれるためには、教師や養育者の適切な養育が
必要であるという視点が持てる研修を実施することが望ましく、効果があると考えられる。 
（２）共感的関わりの実施とその効果の検証 
家族間でのコミュニケーションが暴力的で緊張が高く、ネガティブ感情を表出し登校しぶりを訴
えていたＡ子対して、意図的にネガティブ感情への共感的関わりを行なった。Ａ子の家族は公衆の
面前であっても暴力的な振る舞いを隠さなかった。登校をしぶるＡ子に対しても父親は「怠けだ！」
と厳しく叱責していた。Ａ子も自分の思い通りにならなければ人前であっても母親を蹴り、泣いて
ぐずっていた。母親はＡ子に対して理解を示そうと努力しつつも感情的になることが多く、苛立ち
の感情を露わにすることもあった。そこで養護教諭や担任は親子双方に対して意識的に共感的な関
わりを継続した。来室するＡ子に対しては、感情は受容し不適切な行動には適切な指導を行なうこ
とを繰り返した。またＡ子に対して適切に
関わることができない不甲斐なさを語る
両親に対しては、子どもを大切に思う親の
気持ちが感じられることを伝えて共感的
に寄り添いながら、適切な関わり方を話し
合った。 
このような関わりの結果、登校しぶりを
示した当初にはストレス反応が高く、抑う
つ不安感情以外の得点はほぼ2SDを超え
ていたのが、翌年の5月には得点は著しく
減少して平均値内にほぼおさまるようになり、12月にもその状態の維持されていた（図2）。このよ
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うにストレス反応得点が減少した背景には、共感的な関わりだけでなく様々な他の要因も考えられ
るが、当初のＡ子の様子と異なったのは、時間をかけてでも自分の内面にある思いや考えを語るこ
とができるようになったことであった。こうした経過の中でＡ子の登校しぶりはみられなくなった。
今後は、保健室における子どもへの共感的関わりがどのような効果を示すのか、対象者を増やし今
後もその効果を検討したいと考える。 
